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は
じ
め
に

　
日
本
の
鉄
道
は
２
０
２
２
年
10
月
14
日
で
開
業
１
５
０
年
を
迎
え
た
。
１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
10
月
に
東

京
・
新
橋―
横
浜
間
を
蒸
気
機
関
車
が
走
り
始
め
て
以
来
、
鉄
道
は
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
や
文
化
、
産
業
、

さ
ら
に
は
感
覚
さ
え
も
変
え
て
い
っ
た
。
そ
の
変
容
の
様
子
か
ら
鉄
道
の
置
か
れ
た
現
状
ま
で
を
、
読
売
新
聞
の
東

京
本
社
社
会
部
、
文
化
部
、
生
活
部
、
運
動
部
、
大
阪
本
社
文
化
部
、
運
動
部
の
各
部
が
多
角
的
に
取
材
し
た
。
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こ
の
電
子
書
籍
は
、
日
本
の
「
鉄
道
１
５
０
年
」
に
ち
な
ん
だ
読
売
新
聞
の
連
載
記
事
を
再
録
し
た
も
の
で
す
。

掲
載
日
は
各
章
の
と
び
ら
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
文
中
の
肩
書
、
年
齢
、
そ
の
他
の
情
報
は
、
掲
載
当
時
の
ま
ま
で

す
。



第
１
章
　
軌
跡
を
た
ど
っ
て

　
文
明
開
化
で
持
ち
込
ま
れ
た
西
洋
の
新
技
術
で
あ
る
鉄
道
は
、
現
代
の
社
会
へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
変
化
を

も
た
ら
し
た
。
１
５
０
年
の
節
目
に
、
そ
の
軌
跡
を
た
ど
る
。（
２
０
２
２
年
８
月
16
～
20
日
、
夕
刊
掲
載
）



〈
第
１
回
〉

暮
ら
し
一
変
　
速
度
革
命

─
─

東
京
～
横
浜
53
分
　
行
楽
ぐ
っ
と
身
近
に

　
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
か
ら
少
し
東
に
歩
く
と
、
東
京
・
汐
留
の
ビ
ル
の
谷
間
に
小
さ
な
洋
風
の
建
物
が
あ
る
。
２
０
０
３

年
に
復
元
さ
れ
た
旧
新
橋
停
車
場
。
日
本
初
の
鉄
道
の
出
発
地
点
だ
。

　
そ
こ
か
ら
現
在
の
横
浜
・
桜
木
町
駅
ま
で
約
29
キ
ロ
。
ほ
ぼ
今
の
Ｊ
Ｒ
と
同
じ
ル
ー
ト
を
蒸
気
機
関
車
で
53
分
で

結
ん
だ
。

「
初
め
て
鉄
道
に
乗
っ
た
人
た
ち
の
驚
き
は
想
像
も
つ
か
な
い
。
そ
の
時
代
に
体
験
し
て
み
た
か
っ
た
で
す
ね
」。
８

月
半
ば
、
旧
停
車
場
の
見
学
に
訪
れ
た
千
葉
県
船
橋
市
の
会
社
員
、
熊
倉
紀
明
さ
ん
（
48
）
は
、
思
い
を
巡
ら
せ
て

い
た
。

◇

　
想
像
を
助
け
て
く
れ
る
絵
図
が
あ
る
。
東
京
都
港
区
立
郷
土
歴
史
館
の
明
治
初
期
の
錦
絵
「
東
京
品
川
海
辺
蒸
気

車
鉄
道
之
真
景
」
だ
。
蒸
気
機
関
車
を
背
景
に
、
徒
歩
や
人
力
車
、
馬
車
な
ど
で
行
き
交
う
当
時
の
人
々
の
姿
が
描

か
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ま
で
の
最
も
一
般
的
な
移
動
手
段
は
徒
歩
だ
っ
た
が
、
横
浜
か
ら
東
京
ま
で
は
約
10
時
間
。
所
用
を
こ
な
す

に
は
１
泊
２
日
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
鉄
道
で
「
日
帰
り
」
が
可
能
に
な
っ
た
。
な
に
よ
り
、
座
っ
て
い
る
だ

け
な
の
で
疲
れ
な
い
。

　
料
金
は
「
上
等
」「
中
等
」「
下
等
」
の
３
種
で
、
最
も
安
い
下
等
で
も
37
銭
５
厘
。
白
米
10
キ
ロ
分
の
価
格
で
、

ま
だ
手
頃
と
は
言
え
な
い
が
、
人
々
の
距
離
と
空
間
の
感
覚
を
劇
的
に
変
え
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　
東
京
は
横
浜
の
人
に
と
っ
て
、
芝
居
を
見
に
行
っ
た
り
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
す
る
生
活
圏
に
な
っ
て
ゆ
く
。
開

業
翌
年
の
「
新
聞
雑
誌
」（
日
新
堂
）
は
、
横
浜
の
女
性
が
子
供
を
寝
か
し
つ
け
て
品
川
に
行
き
、
用
事
を
終
え
て
帰

っ
た
ら
、
ま
だ
寝
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
驚
き
を
も
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。

◇

　
鉄
道
は
、
行
動
半
径
を
広
げ
、
行
楽
を
身
近
に
も
し
た
。

　
そ
れ
が
駅
の
名
前
に
う
か
が
え
る
の
が
、
東
京
都
小
平
市
の
西
武
新
宿
線
「
花
小
金
井
」
駅
だ
。
１
９
２
７
年
開

業
で
、
駅
名
の
「
花
」
は
最
寄
り
の
桜
の
名
所
・
玉
川
上
水
堤
に
ち
な
む
。
郊
外
へ
の
行
楽
の
足
と
し
て
鉄
道
は
欠

か
せ
な
く
な
っ
た
。

「
旅
」
の
あ
り
方
も
変
化
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
峠
を
越
え
、
川
を
渡
る
と
い
っ
た
道
中
の
労
苦
を
伴
う
も
の
だ
っ
た

が
、
鉄
道
は
運
賃
さ
え
払
え
ば
目
的
地
に
行
け
る
。
日
本
国
際
観
光
学
会
の
崎
本
武
志
会
長
（
江
戸
川
大
教
授
）
は

「
目
的
地
を
純
粋
に
楽
し
む
今
の
『
旅
』
の
か
た
ち
が
、
鉄
道
に
よ
っ
て
定
着
し
た
」
と
語
る
。



　
首
都
圏
と
箱
根
を
結
ぶ
小
田
急
電
鉄
の
小
田
原
線
（
新
宿―

小
田
原
）
は
、
そ
う
し
た
旅
の
か
た
ち
を
体
現
す
る

も
の
だ
。

　
１
９
２
７
年
の
開
業
時
か
ら
観
光
を
主
目
的
と
し
、
箱
根
を
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
登
山
鉄
道
で
周
遊
で
き
る
セ
ッ
ト

乗
車
券
を
販
売
。
35
年
に
は
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
目
的
地
を
結
ぶ
「
週
末
温
泉
特
急
」
を
走

ら
せ
、
今
の
特
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
へ
と
つ
な
が
る
。

◇

　
先
端
技
術
の
常
で
は
あ
る
が
、
便
利
さ
と
引
き
換
え
に
、
失
わ
れ
た
も
の
を
嘆
く
声
も
あ
っ
た
。
辛し

ん

辣ら
つ

だ
っ
た
の

は
鉄
道
発
祥
の
地
・
英
国
の
思
想
家
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
（
１
８
１
９
～
１
９
０
０
年
）
で
、「
鉄
道
は
人
間
を
旅
人

か
ら
生
き
た
小
荷
物
に
変
え
る
」
と
評
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
鉄
道
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
旅
の
魅
力
も
あ
る
。「
車
窓
」
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
だ
。

＊
こ
の
続
き
は
製
品
版
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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